
リサイクル施設への品質管理手法導入支援

今後ますます廃棄物のリサイクル活動が進みますが、一方で品質管理も非常に大事です。
廃棄物のリサイクルにおいては従来、当社のような外部機関の分析結果等を用いて品質管理をしていましたが、
リアルタイムで品質管理するには自社内で品質管理をしていく必要があります。
当社ではそのような品質管理をご検討の事業者様に、自社で品質管理ができる体制構築支援（人材教育、施設の建設、分析機器・機材の整備を含む）
を行っております。

リサイクルプラントにおいて品質管理を実施するにあたり、自社内ラボで対応できうる体制構築の支援の例

受入段階 再生材段階リサイクル処理

受入廃棄物に有害物質が
含まれている
潜在リスクがある

①受入廃棄物迅速分析

搬入された廃棄物の

汚染性の有無（特に汚染

性

の高い特定項目（鉛・ふっ

素・六価クロムに着目）に

ついて迅速に判断できる

体制の

構築を目指す。
その為、場合によっては

固化材（セメント等）や副材料自身にも
重金属が含まれているため
溶出の危険性が高まる

②配合テスト試験

廃棄物＋副材料+改良剤＝再生材
ここでは下記のリスクがある。

①固化材や副材料の有害物質

が溶出してしまう

②廃棄物の重金属が、アルカリ化す

ることで溶出してしまう

そこで自社内で随時配合試験を実施

することで、製品としての完成度を高

めることが検証できる体制を構築する。

販売段階

製品としてのチェックが必要

自主検査・品質管理項目部分

③製品確認分析

製品の品質管理として必須。

破砕日毎にサンプル採取し

分析を行う。

商品としての対外説明資料
（試験成績表）として必要
また、施設の維持管理として

も実施する
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